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茨城県北復興応援バスツアー
稲葉　言史

本稿では，2013 年の 7 月から 12 月までの期間に高大連携プロジェクトに参加した茨城県立日立北高等学
校の高校生 7名で構成される日立北 A班と，ティーチング・アシスタントである大学院生 2名と学部生 1名
による取り組みを紹介する．

キーワード：高大連携，最適化モデリング，震災復興支援

1. はじめに

本稿では，2013年の 7月から 12月までの期間に高
大連携プロジェクトに参加した茨城県立日立北高等学
校の高校生 7名で構成される日立北A班（以下，こと
わりなく「高校生」と書いたら，日立北 A班の高校生
のことを指す）とティーチング・アシスタント（以下
「TA」と略）3 名による取り組みを紹介する．筆者で
ある私は TAの 1人としてこのプロジェクトに携わっ
た．以下では本取り組みの概要と詳細を紹介する．
本取り組みでは高校生が自分たちの地元である茨城

県北の震災復興を応援するバスツアーを提案し，高大
連携シンポジウムおよび茨城県北震災復興シンポジウ
ムにおいて発表した．発表に至るまでの過程は，

• 合宿まで
• 合宿
• 高大連携シンポジウムまで
• 高大連携シンポジウム
• 茨城県北震災復興シンポジウムまで
• 茨城県北震災復興シンポジウム

というイベントに大きく分けられる．以下ではこのイ
ベント順に高校生の取り組みの内容を詳しく述べる．

2. 概要

2.1 合宿まで
2.1.1 高校生による問題提起
高校生は合宿の 2週間前までに『●●をうまく決め

て■■を最小（あるいは最大）にしたい』あるいは『■
■をうまく決めたい』という形式で問題を提起するこ
とになっている．今年の日立北 A班は『茨城県北の観
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光ルートをうまく決めたい』という形式で問題を提起
した．
この問題提起に至った背景として 2011年 3月 11日

の東北地方太平洋沖地震がある．この震災による原発
事故の影響で福島県および近隣県において観光客数が
大幅に減少してしまった．高校生たちが住む茨城県も
例外ではない．図 1と図 2は，高校生が [1]を参考に
して平成 23年度と平成 24年度の茨城県全体の観光客

図 1 平成 23 年度の茨城県の観光客数

図 2 平成 24 年度の茨城県の観光客数
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数の推移（図の左側の棒グラフ）と地域別の観光客数
の推移（図の右側）を発表用のスライドにまとめたも
のである．茨城県内の観光客数は，震災前の平成 22年
度と比べて平成 23 年度は 77.2％に落ち込んだ．平成
24年度は震災前の平成 22年度の観光数の 90.6％まで
回復しているが，茨城県の観光客数の推移を県北，県
央，県西，県南，鹿行と地域別にみてみると，高校生
の地元である県北は他の地域と比べて観光客数の回復
が鈍く，いまだに震災の影響を引きずっていることが
わかる．
このような背景から，地元県北に観光客を呼び戻す

ような魅力的なツアーを提案するというテーマに至っ
たようである．

2.1.2 モデル化
この『茨城県北の観光ルートをうまく決めたい』と

いう問題に対する高校生の要望として，以下の四つが
挙げられていた．

1©被災地を中心にまわるルートにしたい
2©季節に合ったルートにしたい
3©複数のルートを提案したい
4©1泊 2日のルートにしたい

この四つの要望を踏まえて，TA は高校生によって提
起された問題を合宿までにモデル化し，最適化ソルバ
に渡すプロトタイプのプログラミングを行わなければ
ならない．
高校生の要望のうち，モデル化に直接関係してくる

のは 3©と 4©である．そこで，一つの出発地点と複数の
観光地と宿泊地を頂点とする有向ネットワークを想定
し，複数のルートが各々出発地からスタートしていく
つかの観光地と一つの宿泊地を巡って再び出発地に戻っ
てくるようにネットワーク中の枝を選び出す問題を考
えた（図 3）．考慮する条件としては以下のものが挙げ
られる．
・頂点間には移動時間がある．
・観光地には滞在時間がある．
・出発地から宿泊地までのルートをツアー 1日目，
　宿泊地から出発地までのルートをツアー 2日目と

　　し，それぞれに制限時間がある．
・ルート間で重複する観光地はない．
・観光地はいずれかのルートに必ず組み込まれる．
2.2 合宿
8月に行われる 2泊 3日の合宿では，高校生はモデ

ル化と最適化ソルバのプログラミングを勉強し，最終
日には合宿の成果を発表する．この合宿には日立北高
校以外にも本高大連携プロジェクトに取り組む下妻第

図 3 モデル化のイメージ

一高等学校，竜ヶ崎第一高等学校が参加した．
2.2.1 合宿 1日目
初日の午前中は筑波大学で，高校生が自己紹介も兼

ねて自分たちが取り組むテーマをスライドで説明する．
TAと共に学食で昼食をとった後は，TAが考えてきた
モデル化について高校生に説明し，高校生の意図する
ところとズレがないかどうかなどを確認し合う．その
後，筑波山の麓にある宿泊施設に移動する．夕食後に
モデル化に関しての勉強会を開き，さらに細かく疑問
を解消していく．特に部分巡回路除去条件に関しては，
高校生が納得してくれるまで時間がかかったが，その
ぶん高校生が数式の意味をじっくり考える良い機会に
なった．

2.2.2 合宿 2日目
2日目の午前中は，最適化ソルバのプログラミング

を勉強する．プログラミングの基礎を学ぶために用意
された課題を班のメンバーで交代しながら消化してい
く．ほかの班との競争意識が芽生えるのか，スピード
も意識しながら真剣に取り組む高校生の姿が印象的で
あった．
午後は，1日目にモデル化した問題のプログラミング

を行う．テストに使う観光地間の距離行列などのデー
タは適当なものでも良かったのだが，合宿後の作業に
ついて具体的なイメージを持ってもらいたかったので，
事前に用意してあった茨城県内の観光パンフレットを
参考にして，実際に使うものに近いものを作ってもらっ
た．解を出した後は，3日目の発表に備えてスライドの
準備に取り掛かる．この作業は，夜遅くまで行われた．

2.2.3 合宿 3日目
最終日は，午前中に宿泊所から筑波大学に戻り，ス

ライドの細かい修正と発表練習を行う．日立北A班は，
スライドの修正に予想以上に時間がかかり，十分な練
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習時間を確保できなかった．午後の発表はなんとか乗
り切ったが，自分たちの満足する発表はできなかった
のではないだろうか．しかし今思えば，この経験をきっ
かけに時間管理に対する意識が少しずつ彼らに芽生え
ていったように思う．

2.3 高大連携シンポジウムまで
合宿後の高校生の取り組みは，
• データ収集
• 求解した解の検討
• 発表練習

という内容に分けられる．以下では，この内容順に高
大連携シンポジウムまでの高校生の取り組みを詳しく
述べる．

2.3.1 データ収集
手始めとして，ツアーに組み込む観光地をリストアッ

プすることから始めたのだが，どの観光地が震災の影
響を受けたのか等の情報を集めるためには，インター
ネット上の情報を検索するという方法だけでは限界が
あることがわかった．
そこで，日立市，ひたちなか市，常陸太田市，高萩

市，北茨城市，常陸大宮市，東海村，大子町の観光課
に対してメールによる問い合わせを行った．問い合わ
せの内容は主に 1©震災の影響を受けた観光地はどこか，
2©季節のおすすめの観光地はどこか，ということに関
するものである．
フォーマルなメールの文面を考えるという作業は高

校生たちにとって新鮮だったようである．メールの文
面に関しては失礼のないように，TA のチェックに加
えて高校の先生方にもチェックをしていただいた．
問い合わせの結果，震災の影響を受けた観光地の数

と季節のおすすめの観光地の数を合わせて 84 カ所の
観光地をリストアップすることができた．リストアッ
プが終わった後は，季節ごとにリストを分割し，観光
地間の距離行列の作成を行う．地味な作業ではあった
が，毎日放課後に学校に残り，コツコツと班の仲間で
協力して作っていたようである．

2.3.2 求解した解の検討
データが集まったところで，求解をする．しかし，複

数の観光ルートは算出されるものの，ルートの観光地
の数が極端に偏ってしまうような解が得られてしまっ
た．観光地の数が少ないルートの内容を確認してみる
と，観光地と観光地の間の移動時間が 2時間を超える
ルートが得られてしまっている．そこで，観光地間の
移動時間に制限時間を設ける制約を追加した．このよ
うな細かいモデルの修正を重ねて解を妥当なものにし

図 4 主な制約条件の一覧

ていく．最終的には主に図 4にあるような条件のもと
で解を求めた．図 5と図 6は得られた解の一部である．
10月の半ばには，解として出てきた観光ルートがツ

アーとして本当に魅力的なものなのかどうかを確かめ
るために，発表で紹介する観光ルート（図 5）のうち
の一つを日立北 A班と TAで実際に回ってみた．回っ
た観光ルートは，
【日立シビックセンター】→【不動滝】

→【万葉の道】→【花貫渓谷】→【六角堂】
→【五浦観光ホテル】→【花園渓谷】→【猿ヶ城林道】
→【穂積家住宅】→【日立シビックセンター】
である．「六角堂1」のように震災による損傷をすでに
回復した観光地だけでなく，「穂積家住宅」のように，
いまだに復旧工事の途中である観光地も実際に目にす
ることができた．
また，高校生の提案が茨城県北の復興にどれくらい

貢献できるのかということについて，簡単な経済効果
の算出も行った．平成 24 年度の茨城県北の観光客数
の 1％が高校生の提案するツアーを利用すると仮定し
て試算すると，直接効果は約 19億となった．さらに，
総務省が公開している分析シート [3] に TA が手を加
えたものを用いて全体効果を算出すると約 25 億の経
済効果が見込まれる結果となった．

2.3.3 発表練習
発表練習は，とにかく数をこなすことに専念させた．

発表用のスライドが完成する前にも，合宿最終日用の
スライドを使って練習させ，とにかく発表するという
ことに慣れてもらった．TAが高校を訪問する際には，
まず日々の発表練習の成果を確認した．

1 六角堂は東北地方太平洋沖地震に伴う津波の直撃を受け，
土台のみを残して姿を消したが，2012 年に再建され復興の
シンボルとして人々に親しまれている [2]．
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図 5 最適化ソルバ Xpressによる解（高校生の発表スライドより）

図 6 解を描きこんだ地図（高校生の発表スライドより）

また，高校訪問時以外にも，WEBカメラを使った
ビデオ通話で簡単な発表練習を頻繁に行った．高校生
の発表練習はグループだけで行うよりも，誰かに見て
もらったほうが効率がよいのかもしれない．グループ
のメンバーだけで発表練習を行うと，気恥ずかしさも
あってか仲間内でふざけてしまうなど，なかなか本番
を意識した練習ができず焦りを感じていたメンバーも
いたようである．

2.4 高大連携シンポジウム
2013年 11月 4日，筑波大学において高大連携シン

ポジウムが開催された．高校生は早朝に大学に来て発
表のリハーサルを行う．リハーサルを終えて会場に入っ
たときには，会場の広さに驚いていた彼らだったが，本
番は原稿を持たず，時間以内にキッチリと発表を行っ
ていた．
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2.5 震災復興シンポジウム発表会まで
高大連携シンポジウムが終わってからは，震災復興

シンポジウムに向けてさらに発表の質を高めていく．
高大連携シンポジウムで大勢の前で発表したことが自
信につながったということもあってか，高校生のモチ
ベーションはこの時期が一番高かったように思う．震
災復興シンポジウムでの発表時間は，高大連携シンポ
ジウムよりも短いため，発表者の立ち位置やローテー
ションまで工夫して時間のロスを削っていった．その
おかげで，ほとんど発表内容は削ることなく発表時間
を調節することができた．
また，自分たちの提案するツアーをより魅力的に伝

えるために 11月中旬の紅葉のシーズンに「花貫渓谷」
と「花園渓谷」を再び訪れ，発表に使用する写真を撮っ
た．花貫渓谷と花園渓谷はともに茨城県では有名な紅
葉の名所であるが，紅葉のシーズンに訪れるのは初め
てという高校生が意外と多かった．

2.6 茨城県北震災復興シンポジウム
2013年 12月 1日，茨城県北茨城市市民ふれあいセン

ターにおいて，「茨城県北震災復興シンポジウム（東日
本大震災からの教訓―若い力とともに地域の絆を高め
る―）」が開催された2．市民，行政関係者，研究者，学
生など 220 名以上が参加した [4] というこのシンポジ
ウムでの発表は，筑波大での発表よりも緊張するもの
だったかもしれない．しかし，予期せず古いスライド
がスクリーンに映し出されるというアクシデントに対
しても，すぐにアドリブで古いスライドに合わせた発
表に切り替えていた．合宿最終日の発表では，彼らは
原稿どおりに発表することもままならなかった．彼ら
の成長は目覚ましい．

3. おわりに

最後に，今回の高大連携プロジェクトにおいて，TA
側が工夫した点と高校生の感想を一部紹介する．

3.1 SNS，オンラインストレージの活用
高校訪問時以外にも高校生とTA間の意見交換，情

報交換はほぼ毎日行われていた．その際のメッセージ
のやりとりやファイルの作成には SNSとオンラインス
トレージサービスを積極的に活用した．メッセージの
やりとりに関しては，いまどきの高校生はメールでや
りとりをするよりも，SNSを介してメッセージをやり
とりしたほうが，圧倒的に反応が速い．SNSのおかげ

2 このシンポジウムの様子を撮影した動画が，YouTubeで
公開されている [5]．日立北 A 班の発表は「北茨城市　シ
ンポシウムパート 2」の動画で観ることができる．

で TAと高校生の間で迅速かつ密なやりとりをするこ
とができた．WEBカメラを使ったビデオ通話を行う
ことも多く，ときには高校の先生方とパソコンの画面
越しに会話をすることもあった．また，オンラインス
トレージサービスは，ソルバに投げるデータや発表用
のスライドなどの一つのファイルを複数人で編集する
場合に威力を発揮し，ファイルの更新や管理の手間が
かなり省けた．このようなサービスを高校のパソコン
室で生徒が活用できたのは，環境を整えてくださった
高校の先生方の尽力にほかならず，大変感謝している．

3.2 都市計画的な視点
今回高校生が取り組んだテーマは，「観光ルートをう

まく決める」という最適化の視点だけでなく，「震災復
興」という都市計画的な視点も必要とされるものであっ
た．そこで，都市計画を専攻する大学院生に本取り組
みへの参加とご協力をお願いした．「復興とは何か」，
「何が復興につながるのか」というようなこのテーマの
本質的な部分に高校生の意識を向けることができた意
義は大きいと考えている．

3.3 高校生の感想
震災復興シンポジウムが終わった後，高校生にこの

プロジェクトに関する感想を提出してもらった．その
うちのいくつかを紹介する．

『地元に住んでいるにも関わらず，行ったことがない
観光地ばかりで「地元にこんなに景色がきれいな場所
があったんだ！」と感動しました．』

このテーマに取り組んだ高校生の目的に「地元の魅
力を知ってもらう」というものがあったが，この取り
組みを通して逆に高校生たち自身も自分たちの地元の
魅力をさらに深く知ることにつながったようだ．

『県北地域の良さをアピールすることができて良かっ
た．小さなことだが復興のために協力できたのではな
いかと思う．』

あとになって知ったのだが，2013年 12月 4日から茨
城県は県北地域の被災地を対象としたモニターツアー
の募集を開始しており [6]，2014 年 1 月 30 日には実
施も決定している [7]．これがもし高校生の提案に触発
されたものだとしたら，高校生にとってこれ以上嬉し
いことはないだろう．どんな形であれ，このプロジェ
クトに参加した経験が彼らの今後の糧になってくれれ
ば幸いである．
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